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　むさぼるように読んでしまった．一言で言うと，本気
で悔しい．書籍を読んで悔しいと感じることはそうそう
ないが，今回ばかりは，今までの医師人生で苦労して，本
気で悩んだことや，嬉しいこと悲しいこと，研修医や医
学生が急激に成長して部分的に自分を超えた瞬間のアノ
複雑な心境までも，これまで時間をかけてようやく感得
してきた経験値（誰にも言わずにこっそり隠し持ってい
たもの）を完全に勝手に暴露された気がした．
　メンターが行うべき実践手法や考え方，そのいちいち
全てが，自分が優れたメンターを観察して苦労して学ん
だこと，数多くのメンティー達と接したときに生じた悩
みや，研修医や医学生が抱えていることが多い相談内容
にぴったりとフィットしているのだ．何を隠そう，大学
教員である自分は一時期やる気がない（ように見える？）
医学生や研修医に対してすごく悩んだ．若さゆえの過ち
というやつか，誰にでも公平にできるだけ丁寧な良い教
育を !!　と鼻息荒く取り組んでいた．結果的に，うまくい
かず苦しかった．しかしある日，作者のDr. Chopra & 

Dr. Saintが発表した「メンターが心得るべき6つの事」と
いう論文を読んで自分の考えは完全に間違っていたと
悟った．その答えは本書の中にあるので，ぜひ手に取っ
て読んでほしい．
　そう「メンターはメンティーを選んで良い」のである．
そして，「メンティーもメンターを選ばなければならな
い」のだ．お互いの適切な選び方，効果的な関係性を維持
する方法，お互いに離れるべきポイントなど本書の全て
がいちいち実体験にマッチしており悔しいのだ．
　最後になるが，自分は医師5年目のある日，監訳者で
ある徳田安春先生に誘われ東京ドームのムーミン谷のパ
ン屋さんでメンターメンティーの契り？　を結んだ（気
がする）．この日は人生の劇的な転換点となった．メン
ターとメンティーの関係は，プロとしての一人の医師人
生を大きく左右する最重要課題である．しかしながら，
これまでその技術的なエッセンス，ノウハウを鋭く突い
た本はなかった．この本はベテランも若手も学生も必携
必読の医師人生指南の教科書である．
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